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◇バーモントカップ第２１回全日本少年フットサル県大会第１１節（１８日・エコパアリーナ） 

創部９年目のＳＪＦＳＣ・ＰＩＶＯが初優勝を飾り、全国大会出場を決めた。決勝でＦＣアスルクラロ

沼津Ａと対戦。 酒井駿吾主将（６年）が後半８分に決めて延長に持ち込み、 同後半１分にも再び

酒井が決勝点を奪い競り勝った。全国は来年１月４日、東京・駒沢体育館で開幕する。 

 

 

▽決勝 
 

 

ＳＪＦＳＣ・ＰＩＶＯ ４（１―１、１―１延長０―０、２―０）２ ＦＣアスルクラロ沼津 

 

◆酒井２ゴール ！ 

終了の笛と同時に、 ＳＪＦＳＣの選手の歓声がアリーナに響き渡った。 残り２分で同点に追い付

き延長勝ち。創部９年目で手にした初Ｖに、監督は「一昨年はベスト４で去年はベスト８。 よく追い

付いてくれたし本当にうれしいです」と感無量の表情で選手をたたえた。 

フットサル好きが集結した“専門クラブ”の意地を見せつけた。 要所での２ゴールでＶに導いた酒

井主将は「相手は普通のサッカーチーム。負けるわけにはいかないと、頑張れた」と胸を張り、 

「この日に合わせて練習や遠征もしてきた。 その成果が出ました」と笑顔で初Ｖをかみしめた。 

全国に向けて、酒井主将は「まだミスが多過ぎる。修正して全国でも優勝できるチームを目指し

ます」と初の大舞台でも金メダルを狙いに行く。（芹沢貴之） 

 

▼得点者【Ｓ】佐藤、酒井２、増田【Ｆ】滝、吉田 

 

◆後半勝ち越しも 

［ＦＣアスルクラロ沼津Ａ］後半１分、吉田峻主将（６年）がＧＫの頭上を越える浮き球シュートで２

―１と勝ち越したが、延長戦で屈した。吉田は「最後に集中が切れたけど、試合は楽しかった。次

のＮＴＴカップで優勝を狙います」と再出発を誓った。 

 

【決勝トーナメント】 

 

▽１回戦 

ＦＣアスルクラロ沼津Ａ３―２ＳＥＮＡ．ＦＣＳＯＵＴＨ 

ピュアＦＣ２―１ 静岡城内ＦＣ 

ＳＪＦＳＣ・ＰＩＶＯ３―１ アポローズＦＣ―Ａ 

浜松蒲ＳＳＳ３―０ＬＩＢＥＲＯ ＦＣ―Ａ 

 

▽準決勝 

ＦＣアスルクラロ沼津Ａ ５―３ ピュアＦＣ 

ＳＪＦＳＣ・ＰＩＶＯ ５―２ 浜松蒲ＳＳＳ 

 

創部９年目の初Ｖに喜ぶＳＪＦＳＣの選手 
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